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マ法王ピウス9世の回状に対する彼の詩「ENCYCLICA」における「変節の   
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年代末の作品「白鳥」34において描かれる「純粋な自然」に包まれた白鳥、あ   
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カオスを渡る自意識のシンボルと考えられる。   
上記の2）「新約を送るに当たって」において見てきたように、チュッチェフ   
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れている47。   
ニースからやって来たばかりのチュッチェフにとっても、これから子供たち  
を再埋葬するためにニースに旅立つゲルツェンにしても、会話の中にニースの  
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対する人心の離反を危倶する、彼の激しい危機感が伝わってくる。   
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4cM・＝l（oMMeHTaPHR＝／／TmtIeB・T2・C・459・   
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¢．‖．チュッチェフ政治詩試訳00）（大矢 温）   
5この年の2月にチュッチェフは激しい痛風の発作に襲われて、2月後半はほ   
とんど自宅で妻の看病を受けながら病床に伏せっていた。CM．紬r√   
H月P．JImnHCL，XH3HllHTBOPtleCTBa¢．H．TmeBa．MypaHOBO，2003．KH．2．C．   
349－350．3月に入っても病状は好転せず、「鳥かごの中の鳥のような」状態が   








10 「多勢に無勢の戦い」とは、すでに見てきた「二つの声」などでも用いられ   
る表現であるが、チュッチェフにとって人生の闘争とは常に、「悪く、恐ろ   
しい世界の中で」「自らの魂を守るため」の「多勢に無勢」で「宿命的」で   
「絶望的」な「厳しい」戦いであった、との指摘もある。CM．〟0〃0βα0．且   
rIpo6JIeMatIeJIOBeKaB中HJ10CO¢cKOMHaCJIeJtHn◎．H．TbTtleBa〟Be口ⅦⅧK   
2008Ⅰこ爬4．T11．C．693．  
1IcM・＝KoMMeHTaP朋”〟TmTqeB・T2・C・470・  





】5「狂気」にも地下の水脈を見つけ出す超能力者が登場する（拙稿「¢．H．チュ   
ッチェフ政治詩試訳（5）」、『文化と言語』第67号、2007年11月、93－94頁参   
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19 cM．『刷柑8TJIeTOⅢHCLXH3HmTBOPtIeCTBa¢．H．TJOTqeBa．M．一札1933．C．   
163－164．■  
20（（＊＊＊（0，勤町柑∴‥）〉〉〟¶灯門e臥T．2．C．131．  
21 cM・＝KoMMeHTaP舶”〟TaMXe・C・493・  
22 IbIChMOA・H・rboprHeBCKOMyOTlO－11JIeKa6p兄1864n〟TbTqeB・T6・C・86・  
23ⅢHCbMOA・H・rboprv（eBCKOMyOT13JteKa6p兄1864n／／TaMXe・C・88・  
24 hcbMOOTlO－11LIeKa6p兄〟TaMXe・C・86・  
25「政治詩試訳（6）」、111－112頁参照。  
26「政治詩試訳（8）」、69－70頁参照。  












36（（＊＊＊（EcTbHBMOeMCTPaJtaJIL・IeCIのM3aCTOe…）〉〉〟TkyrtIeB．T2．C．137．先行訳に   





40旧約聖書創世記第32章に神と格闘し、神からイスラエルという名を授けら   
れたヤコブについての記述がある。   
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41cM．＝KoMMe＝Tap朋門〟TImeB・T2・C・503・  







咄 3月9日付の手紙の中でゲルツェンはオガリョフにこの会談について語って   
いる。nPZlelJA．HrbcbMOH．n．OrapeByOT9MaPTa1865r：〟Co6paHHe   
cotIHHeH甘蕗B30－HTOMaX．M．，1963（JIaJIee“ItpIleH”）．T28．C．48．  
47 nHCbMOH・Il・Or叩eByOT8MapTa1865rl〟TaMXe・C・46・  
48 
（くmChMOKHMnePaTOPyAJIeKCaltEtPyⅢ〉〉〟rbpqeH・T18・C・337・  
49ニチテンコは1865年3月26日の日記でムラヴィヨフの西北地方県知事解任   
の噂について記している。肋棚椚e〃仰d．且几HeBHHXJl，1955．T2．C．505．「首   
吊り人」の世評については、エドワード・ラジンスキー著、望月哲夫・久野   
康彦訳『アレクサンドルⅡ世暗殺（上）』日本放送出版協会2009年、256頁   
参照。  
50 cM．CoBeTCKa3”mPHtIeCKa”HJPIK几0ⅢeJPR・M・，1966・T9・C・81l－812・  
51 
娘マリアの日記によれば3月26日（CM．【如甜β．刀mⅡHCb．C．167．）、ニキテン   
コの日記によれば彼は30日付の日記に「3日前」と記しているので27日と   
いうことになる（助m椚e〃甜．只HeBI｛鳳T2．C．505）。  
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58 nHCbMOA・H・rbopmeBCKOMyOT17Ma兄1865n〟TIOTqeB．T6．C．97．  
59追善供養に参列したヴァルーエフによれば、皇后は立っていられないほど激   
しく「号泣」したという。CM．Bawe8ITA．nHeBHm（．M．，1961．T2．C．46．  
60 （＜＊＊＊（KaJ”ePHO3ApaB鵬cMhICJIHaP叫a…）〉〉〟TmrqeB．T12．C．141．  
61チュッチェフはニキテンコに皇太子の死因をストロガノフ公爵の「ばかげた   
養育方法」にあると語っている。仇Ⅲ椚e〃肌几HeBHⅥⅩ．T2．C．509．さらにチ   
エッチェフは、医者の忠告を無視しして海水浴をさせた件についてもニキテ   
ンコに語っている。CM．TaM）Ⅸe．C．51（i．  
62  く（＊＊＊PeByTIeCTheCT”MOpCKHXBOJIHaX．．．）〉〉〟T10TtleB．T2．C．142．  
63 この詩に関して、最初にパスカルの『パンセ』からの引用について言及した   
のはおそらくプラントである。（卑afJ∂mP¢．MaTePHaJIh）DJIEHCCJTeAOBaH朋  
（（◎eAOPH8aHOBmTmeBHerDIlO33H月〉〉〟H3BeCTH月OTJIeJIeHH月pyCCKOrO兄3hlXa   
HCJIOBeCHOCTHHMrTeparrOPCKO鎮aKaJIeM冊HayK．C－I16．，1912．T16．KH．2．C．205．）   
チュッチェフの伝記の作者であるビガリョーフもまた、この詩とパスカルと   
の関係について言及している。（mL2qPe8KXH3HbHTBOPtleCTBOTIOTtleBa．M．，   
1962．C．27．）この詩とパスカルの関係について本格的に論じたものとしては   
タラソフの研究がある。（7如aco8EHnoTtIeBHⅢacKa皿（afrmHOM14H6bITHE   
CO3HaH朋BCBeTeXPHCTHa＝CKO弟oHTOJ70rHtl）〟PyccKaLMHTePaTyPa．2000．爬3．）ま   
た、トルストグゾフはパスカルに加えて聖書の影響を指摘しながらホラティ   
ウス、ルソー、バイロン、そしてシラーなどの影響も検証している。   
（Tb”CmOり808ITHCTHXOⅧOPeHHe◎．H．TtoTqeBa（（rTeBytIeCTbeCTLBMOPC   







（本研究は、科研費（基盤研究（B）21330030）の助成を受けたものである。）   
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